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この規格は，産業標準化法に基づき，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本

産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意
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日本産業規格          JIS 
 A 1489：2022 
 

潜熱蓄熱材を用いた建築材料の蓄熱特性測定方法 

Measuring method of the thermal storage properties for  

building materials using phase change materials 

 

1 適用範囲 

この規格は，建築物に使用する材料のうち，固相－固相間での相変化又は固相－液相間での相変化によ

る潜熱を利用する潜熱蓄熱材（PCM）を用いた材料 1)，潜熱蓄熱材を容器に内包し封入した材料及びこれ

らと他の建築材料とを組み合わせた複合製品の蓄熱特性を測定する方法について規定する。 

注 1) 潜熱蓄熱材を用いた材料とは，潜熱蓄熱材をシート状又はボード状にしたもの，潜熱蓄熱材をシ

ート状又はボード状の建材に分散させて混入したもの，潜熱蓄熱材を塗壁材などの塗材に分散さ

せて混入したものなどをいう。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS A 0202 断熱用語 

JIS A 1412-1 熱絶縁材の熱抵抗及び熱伝導率の測定方法－第 1 部：保護熱板法（GHP 法） 

JIS A 1476 建築材料の含水率測定方法 

JIS A 9521 建築用断熱材 

JIS B 8624 氷蓄熱システム用語 

JIS C 1602 熱電対 

JIS Z 8704 温度測定方法－電気的方法 

JIS Z 9211 エネルギー管理用語（その 1） 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次によるほか，JIS A 0202，JIS B 8624 及び JIS Z 9211 による。 

3.1 

潜熱蓄熱材，PCM（phase change material） 

相変化による潜熱を利用する蓄熱材 

注釈 1 相変化は，温度，圧力などの変化によって物質が異なる相に移る現象であり，相転移ともいう。 

  


